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る[8]ことから、絡まりあう高分子鎖のバルクの場合の 7cx N3-3.5の振る舞い [9]に比べ、
べき的に緩和が早くなることが期待される。なお、面積分率0.5の系で、セグメント数を








L x L x W の立方格子を考える。高分子鎖の 1つのセグメントは2x 2 x 2の格子点を
占め、多数本の高分子鎖がこの LxL x Wの大きさの箱の中に配置されている場合につ
いて考える。ここで、各高分子鎖が周期境界条件による自分自身の像と接触しないよう
に十分大きい Lを選ぶ。高分子鎖は、 N個のモノマーからなり、 k番目の高分子鎖の配
置は、 N個の格子点 (Tk，l'Tk，2，・・" Tk，N)で表現される。すべてのモノマーは、重ならず、
t ヂjまたはkヂlを満たすすべてのi，j，k， lに関し ITk，i- Tl，jlと2である。緩和モード
と緩和率は、系の時開発展演算子の固有値問題と等価な変分問題を解くことで得られる。
[7， 9， 11， 12]いま、濃厚高分子溶液中の1本の高分子鎖に関する X，Y-方向の緩和に興味が
ある。従って、以降では、 1本の高分子鎖のみを考え、高分子鎖の番号を省略し、 Tk.iをTi
のように書く。また、 X，Y-方向のみに着目することから、 Tiを平行な成分Tl'= (Xi' Yi)と
垂直な成分可=みとに分け、平行な成分のみについて考える。緩和モードXJの試行関
数として、 X~(Q) =乞ど1dF)叫(π)(to/2; Q)を用いる。ここで、副作)は、 kjn)の川一成
分をあらわし、 R~n)(t) =士刀=1R(iー 1)π+k、N=ηN'与えられる。 Rj= Tj 一会 L~l Ti 
は、 j番目のモノマーの重心からの相対的な位置ベクトルで、ある。 kj(η¥7; Q)は、配置




条件乞ぢ'=1f~，~n)叫!?)(to)dy)= 仇の下で解くことで、 p番目 lこ遅い緩和モードを表す変
分パラメータぽ)と対応する緩和率んを評価することができる。 [1，叫このようにし










Nは、lV= 32，64，128，256，512とし、平行な板の間隔W は、 W= 8，16，32，64とした。ま
た、上記に加えて、長い高分子鎖が薄い空間に閉じ込められた場合の予備的な計算結果を
得るために、 W=8でlV= 1024の場合についても扱った。周期境界条件の箱の一辺の大























ているとみなして、lV= 256，512でNに対する幕指数αを評価すると、 W = 8の場合、
α~ 2.8、W = 16 の場合、 α~ 3.0であった。これらは、平行な板の間に閉じ込められて
いない場合の α~ 3.5に比べると明確に小さい値である。 W を∞から小さくしていった場
合のこのαの変化は、三次元的挙動から二次元的挙動への移り変わりである解釈すること































制約されている様子がわかる。 R2/R; に着目すると、 M が大きいところでは、 R;/R~ ~ 6 
であり、三次元濃厚系の値とほぼ同じになっていた。より詳細に、広がりの指数νのMに
対する変化を見るために、川方向の位置座標から S(q)= (l/N) εム叫(iq ・ r~) の定義
に従い計算される散乱関数S(q)の振る舞いについて調べた。拘束されていない孤立高分子
鎖の場合は、 qの中間的な領域でS(q)cx q一l/vと振る舞うことが知られている。二次元孤
立高分子鎖の場合は、 ν=3/4であることからS(q)cx q-4/3、濃厚系の場合は、 ν=1/2で
あることから S(q) cx q-2と振る舞うことが知られている。 S(q)対qの両対数プロットを
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